





代表的な成分としては、 tl7.相で一酸化炭素、アンモニアやメタン等、蒸気相では、 Yiげ tド、 Ytトン、へ．〉ゼン等、
粒子相では、ニコチンや水等が含まれている。喫煙による健康への影響として、健康日本21では、慢性閉塞
性肺疾患（COPD，肺気腫）、肺がん、心血管性疾患（CVD）等の発症リスクが指摘されている。 2012年四A は
Modified Risk Tobacco Product (MRTP）というリスク低減たばこ製品に関するドう7トヵ・イドうインを発表している。
































たばこ煙を、空気にて所定の Wet Fi喜町el.Nose-only e平田町esyste皿山edin也iss阻dy.
1 
ω凶 particlema仕er(WTPM; μg/L）に希釈し、鼻部曝露ポー トを持つ曝露タワー にてうツトまたはマウスへ所定の時間曝
露した。曝露マー カー （血中コチン及びその代謝物、赤血球中 COHb等）及び影響マサー （病理、気管支肺胞洗浄液
(BιF）、呼吸機能検査解析等）の分析及び測定は、確立した手法ないしは市販の測定キット等を用いて定法
に従って実施した。たばこ煙吸入試験を含む一般的な毒性試験で測定される血液学、血液生化学並びに
病理組織学的解析に加えて、一部の試験では、近 百hieI. Expos悶 m蜘 !evesin F344臨副cs市凶鵬早
F344 C57BL6 
年呼吸器疾患モデルで解析されている BALF中のす WTPMc叩 一一一一一一一






τbe values are me阻土SDof16 inF344 and 5 inC57BU6.丸山田t












































the oon<htion as indicated. The values・＂meon±SD。f5 •.• 
示した。特に喉頭部の病変が多く認められ、レイル 3の o.os, ••; P < o.oi伽 thecom甲阻ding蜘 mgroup by Dunnett-test. • ; r
'CCL 
800 
Figure 2. MV ofF344rat aod C57BU6 mouse during 2 week exp田町.. 
The data are mean土S目。f4 for F344 and 5 for C57BU6. The 








































の積算値（曝露量）が等しければ、生物学的影響 Figun 4 H~topatholog>cal changes叫l田ynxlevel-1 m F344 13 wek-exposures stud匹TheJ.,;ons of hype,pJ.,;a, hyped閉山sfa回 dme阻platfoaq田mous
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